





































































































(2) 5-43. 1. 26 <容貌【収集】/刑事〉東京高判昭和43年 1月26日(判時513

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11) 本判決は，犯罪抑止効果について， I刑法犯に限ってみれば，昭和46年を 100と























13) 阿部浩二・判評440(判時 1537)号232頁 (1995)。















(1) H-17. 5. 30 <識別【流通】/(県)差止・国賠， (センター )差止・国賠， (国)







































(2) H-18.11.30 <識別【流通】/(市)差止・国賠〉大阪高判平成 18年 11月
30日5)(判時 1962号 11頁，①→H-16.2.27(識別【流通1/(市)国賠〉大阪地判，③→ H-
















































































H-17.5.30 <識別【流通】/(県)差止・国賠， (センター )差止・国賠， (国)国賠〉




























































































































































































































































































































17) 近藤敦・法セミ 611号 116頁 (2005)。
18) 田島泰彦・法時77巻9号4頁 (2005)。
19) 佐伯彰洋・ジュリ臨増 1354号(平成 19年度重要判例解説)44頁 (2008)。
20) 内野正幸・判時 1984号(判評587号)169頁 (2008)。
《積極主義 I)
積極主義Iのアプローチは，見られない。
《積極主義 II) 
積極主義IIのアプローチは，見られない。
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